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会 

記 
 

平
成
二
五
年
六
月
十
四
日
（
金
） 

叡
智
庵 

湯
澤
宅 

 

第
二
回 

「
杓
底
一
残
水
」 

風
炉
正
午
茶
事 

 

御
正
客 

□
□ 

□
□ 
様
（
和
の
伝
統
文
化
コ
ー
ス
） 

□
□ 

□
□ 

様
（
歴
史
遺
産
コ
ー
ス
） 

□
□ 

□
□ 

様
（
和
の
伝
統
文
化
コ
ー
ス
） 

□
□ 

□
□ 

様
（
歴
史
遺
産
コ
ー
ス
） 

□
□ 

□
□ 

様
（
染
織
コ
ー
ス
） 

□
□ 

□
□ 

様
（
歴
史
遺
産
コ
ー
ス
） 

御 

詰 

□
□ 

□
□ 

様
（
文
芸
コ
ー
ス
） 

 

寄
付
（
見
立
） 

 

床 
 

愛
新
覚
羅
恒
珏
筆 

福
寿
康
寧
（
ふ
く
じ
ゅ
こ
う
ね
い
） 

花 
 

芍
薬
、
他
時
の
物
二
種 

花
入 

魚
籠
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
て 

M
a
id
 i
n 
ch
in
a

（
唐
物
）
、
飾
り
結
び
） 

白
湯 

名
水
「
東
京
水
」 

h
t
tp
:/
/w
ww
.w
at
er
wo
rk
s.
me
tr
o.
to
ky
o
.j
p/
to
ky
o
-
su
i/
in
de
x.
ht
ml
 

 

席
入 

十
一
時
三
十
分 

 

蹲
据 

手
水
鉢
（
織
部
）
・
竹
筏
・
つ
く
ば
い
柄
杓 

小
堀
遠
州
水
琴
窟 

信
楽
焼 

重
蔵
窯 

 

本 

席 

 

扁
額 

秀
昭
書 

叡
智
庵
（
は
ん
の
木
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
て
購
入
） 

床 
 

軸 

秀
昭
書
「
杓
底
一
残
水
」 

（
し
ゃ
く
て
い
い
ち
ざ
ん
す
い
） 

花 
 

桔
梗 

（
き
き
ょ
う
） 

一
輪 

花
入 

青
竹
一
輪
ざ
し
（
來
果
作
、
耕
月
寺
竹
） 

坐
禅 

四
分
の
一
炷
（
十
分
）
に
短
縮 

正
坐 

http://www.waterworks.metro.tokyo.jp/tokyo-sui/index.html
http://www.eonet.ne.jp/~jyuuzougama/index.html
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初
炭 

(

電
気
炭
に
付
き
、
香
の
み) 

 釜 
 

梨
地
鬼
面
風
炉
釜 

師
匠
よ
り
拝
領 

香
合 

織
部 
銘
「
箱
」 

り
ん
ど
う
の
窯 

小
松
幸
代
作 

h
t
tp
:/
/w
ww
.c
hi
no
sh
i.
ne
t/
CN
et
_H
P/
u
se
r/
in
de
x.

p
h
p?
se
ci
d=
21
42
&p
ag
ei
d=
5
 

香 
 

山
田
松
香
木
店 
煉
香 

梅
ヶ
香
（
う
め
が
か
）
準
用 

長
板 

秀
昭
作 

杉
材 
銘
「
清
流
」
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
て
） 

水
指 

常
滑
焼 

久
松
窯
（
母
か
ら
上
京
時
、
糠
床
入
り
で
持
参
） 

 

十
二
時 

初
座 

懐
石 

 

前
半 

懐
石
膳
（
華
）
温
石
（
多
摩
川
に
て
）
添
え 

吸
物 

練
り
物 

三
つ
葉 

お
造 

本
鮪
・
真
鯛 

向
付 

有
頭
海
老
・
魚
貝
マ
リ
ネ
・
う
ざ
く
・
胡
麻
豆
腐 

煮
物 

旬
菜
炊
き
合
せ 

焼
物 

か
ら
す
鰈
祐
庵
焼
き
・
玉
子
焼
き 

飯
椀 

季
節
の
炊
き
込
み
ご
飯 

甘
味 

餡
餅
・
山
桃
・
栗
・
梅
甘
露
煮
・
ミ
カ
ン 

香
物 

 

懐
石
厨
房 

旬s
hu
n

菜na
 

ぐ
る
な
び

h
t
tp
:/
/d
el
iv
er
y.
gn
av
i.
co
.j
p/
ga
3p
7
02
/m
en
u5
.h
tm
l
 
 
  

飲 

物 

二
献
を
一
献
に
略 

ジ
ュ
ー
ス
、
ア
ッ
プ
ル
タ
イ
ザ
ー
、 

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン 

飯
替
え
・
汁
替
え
は
略 

 

後
半 

八
寸 

山;
 

千
葉
産
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
・
酢
味
噌
山
椒
風
味
、
岐
阜
産
銀
杏
結
び
串 

海;

わ
か
さ
ぎ
浅
炊
（
創
業
安
政
五
年 

え
び
す
屋 

長
野
県
諏
訪
市
） 

千
鳥 

千
鳥
の
盃 

冷
酒
（
真
澄
、
長
野
県
諏
訪
市
） 

海
・
山
の
二
巡
を
一
巡
に
略 

湯
斗
（
浄
水
（
じ
ょ
う
す
い
）
、
白
湯
入
り
ポ
ッ
ト
で
代
用
）
、
折 せ

っ

水 す
い

桶 お
け

（
ボ
ー
ル
で
代

用
）
・
沢
庵
鉢
、
行
鉢
（
ぎ
ょ
う
は
つ
）（
知
足
・
餓
鬼
へ
の
分
け
前
） 

h
t
tp
:/
/w
ww
.s
ot
o
-
ka
nt
o.
ne
t/

 
 

http://www.chinoshi.net/CNet_HP/user/index.php?secid=2142&pageid=5
http://www.chinoshi.net/CNet_HP/user/index.php?secid=2142&pageid=5
http://www.yamadamatsu.co.jp/index.html
http://delivery.gnavi.co.jp/ga3p702/menu5.html
http://delivery.gnavi.co.jp/ga3p702/menu5.html
http://www.mitene.or.jp/~katumin/eiheiji/soutou1.htm
http://www.soto-kanto.net/
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主
菓
子 

し
ゃ
く
や
く 

練
り
切
り 

経
堂
亀
屋
製 

器 
 
 

織
部 

草
津
埼
玉
屋
骨
董
店
購
入 

 

中
立 

 十
四
時 

後
入 

鐘
・
銅
鑼
（
略
） 

 

手
水 

 

後
座 

 

濃
茶 

 

茶 
 

濃
茶
「
初
昔
（
は
つ
む
か
し
）
」 

上
林
春
松
（
し
ゅ
ん
し
ょ
う
）
本
店 

 

茶
入 

高
取
焼 

肩
衝 

高
取
喜
恵
（
高
取
焼
十
三
代
八
仙
妻
） 

h
t
tp
:/
/w
ww
.t
ak
at
or
iy
ak
i.
co
.j
p/

  

仕
覆 

吉
野
間
道 

古
帛
紗 

金
剛
金
欄
（
楽
茶
碗
の
み
使
用
せ
ず
） 

茶
碗 

黒
楽 

 

（
工
房
真
樂 

長
野
県
岡
谷
市 

h
t
tp
:/
/w
ww
.k
ou
bo
us
hi
nr
ak
u.
co
m/

 

） 

茶
碗 

備
前
焼 

（
正
山
作
、
草
津
埼
玉
屋
骨
董
店
購
入
） 

茶
筅 

奈
良
高
山 

竹
茗
堂 

久
保
左
文 

八
十
本 

茶
巾
落
し 

陶
器
つ
ゆ
入
れ
に
、
薬
味
皿
を
乗
せ
代
用 

茶
杓 

京
都 

祇
園
下
河
原 

美
濃
幸(

懐
石
料
理)

お
土
産 

 

銘 

「
知
足
」 

h
t
tp
:/
/w
ww
.k
yo

-r
yo
ri
.c
om
/s
ho
p.
ph
p
?s
=8
9
  

柄
杓 

奈
良
高
山 

竹
茗
（
ち
く
め
い
）
堂 

久
保
左
文 

風
炉
用 

建
水 

織
部
（
草
津
埼
玉
屋
骨
董
店
に
て
） 

蓋
置 

（
來
果
作
、
三
島
市
耕
月
寺
竹
林
の
竹
） 

 

杓
底
一
残
水
（
し
ゃ
く
て
い
の
い
ち
ざ
ん
す
い
） 

汲
流
千
億
人
（
な
が
れ
を
く
む
せ
ん
お
く
に
ん
） 

h
t
tp
:/
/w
ww
.s
ot
o
-
ka
nt
o.
ne
t/

 
 

http://www.shunsho.co.jp/
http://www.shunsho.co.jp/
http://www.takatoriyaki.co.jp/
http://www.takatoriyaki.co.jp/
http://www.kouboushinraku.com/
http://www.kouboushinraku.com/
http://www.kyo-ryori.com/shop.php?s=89
http://www.chikumeido.com/
http://www.soto-kanto.net/
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後
炭
（
電
気
炭
に
付
き
略
） 

 
薄
茶 

干
菓
子 

か
り
ん
（
マ
ル
メ
ロ
）
砂
糖
漬
、
（
原
田
商
店 

諏
訪
市
） 

諏
訪
湖
豆(

七
福
堂 

諏
訪
市) 

菓
子
盆 

扇
面
絵
替
り
盆 

 

煙
草
盆
座
布
団
、
（
禁
煙
に
付
き
廃
止
） 

 

薄
器 

利
休
型
中
棗 

（
松
竹
梅
菊
花
丸
蒔
絵
） 

茶 
 

 

薄
茶 

先
陣
の
昔
（
せ
ん
じ
ん
の
む
か
し
） 

山
政
小
山
園 

茶
碗 

粟
田
焼
（
松
竹
梅
、
秀
昭
作:

 
粟
田
焼 

安
田
浩
人
指
導
） 

茶
碗 

粟
田
焼
（
平
茶
碗
、
秀
昭
作:

 
 ht

tp
:/
/w
ww
.a
wa
ta
ya
ki
.c
om
/
 

） 

茶
碗 

井
戸
茶
碗
萩
焼
（
林
紅
陽:

師
匠
米
寿
の
祝
い
時
、
拝
領
） 

 

十
五
時
半 

退
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写
真
撮
影 

 

飯
田 

正
義 

様 

亭
主 
證
道
來
果
（
湯
澤
秀
昭
） 

以
上 

主
催 

叡
智
得
留
倶
楽
部 

 
ww
w.
co
sm
os

-
gi
.c
o.
jp
/h
l_
cl
ub
.h
tm
l
  

 

ご銘は？ 

「知足」です 

木魚も所望、 

思わず、い~ｲ音！ 

袈裟入れは、木魚布団の残り布、 

裏地はワイシャツの古布 

http://www.yamamasa-koyamaen.co.jp/
http://www.awatayaki.com/
http://www.cosmos-gi.co.jp/hl_club.html
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茶
事
「
杓
底
一
残
水
」 

 

茶
事
「
杓
底
一
残
水
」
の
目
的 

一
． 

茶
事
を
通
し
「
杓
底
一
残
水
（
し
ゃ
く
て
い
い
ち
ざ
ん
す
い
）
」
、
よ
り
多
く
の

方
が
幸
せ
「
汲
流
千
億
人
（
な
が
れ
を
く
む
せ
ん
お
く
に
ん
）
」
に
な
り
、
自

己
も
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と 

二
． 

誰
で
も
が
一
人
で
も
気
軽
に
流
派
、
形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
和
の
総
合
伝
統
文

化
「
茶
道
（
ち
ゃ
ど
う
）
」
を
催
す 

三
． 

「
茶
道
（
ち
ゃ
ど
う
）
」
を
身
に
付
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
和
の
文
化
を
語

り
、
所
作
が
出
来
る 

 

知
足 

 

多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
命
を
掛
け
、
世
界
か
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
命
を
落
と
し
て
い
る
。
そ
の
情
報
を
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
そ
し

て
・
・
・
・
？ 

 

名
水
「
東
京
水
」 

日
本
で
は
水
道
の
蛇
口
を
開
け
ば
、
清
潔
な
美
味
し
い
水
が
簡
単
に
飲
め
る
。
し
か

し
、
世
界
で
は
飲
み
水
が
無
い
、
入
手
で
き
て
も
清
潔
で
な
い
、
未
だ
に
水
汲
み
を

せ
ざ
る
を
え
な
い
地
域
が
多
く
あ
る
。
我
々
は
如
何
に
幸
せ
な
こ
と
で
は
な
い
か
？ 

 食
物 日

本
で
は
近
隣
の
お
店
で
、
多
種
多
様
な
食
物
を
簡
単
に
入
手
で
き
る
。 

世
界
で
は
未
だ
に
、
食
物
が
足
り
ず
、
今
、
命
を
落
と
し
て
い
る
人
が
多
く
居
る
。 

反
面
、
肥
満
で
生
活
習
慣
病
に
な
る
人
、
食
べ
残
し
、
賞
味
期
限
切
れ
で
多
く
の
食

物
が
廃
棄
さ
れ
る
現
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
何
な
の
か
？ 

 

杓
底
一
残
水 

今
日
、
食
べ
、
楽
し
め
た
人
が
、
「
一
残
水
」
を
川
の
流
れ
に
戻
す 

 

汲
流
千
億
人 

戻
し
た
流
れ
を
今
、
世
界
の
飢
え
て
い
る
人
々
に
確
実
に
流
し
、
生
活
環
境
を
作
る 

 

茶
事
「
杓
底
一
残
水
」 

こ
の
流
れ
を
確
実
に
す
る
仕
組
み
作
り
を
し
、
底
上
げ
を
確
実
に
す
る
活
動 


